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地
方
税
法
等
の
一
部
改
正
に
伴
う
土
地
等
の
長

期
譲
渡
所
得
に
係
る
特
別
控
除
の
創
設
や
上
場
株

式
等
の
配
当
所
得
及
び
譲
渡
所
得
に
係
る
個
人
住

民
税
の
特
例
措
置
を
見
直
す
な
ど
の
改
正
、
市
民

税
に
お
け
る
寄
付
金
控
除
対
象
団
体
を
指
定
す
る

た
め
の
改
正
、
ま
た
、
蓮
田
市
都
市
計
画
税
条
例

の
制
定
に
伴
う
改
正
な
ど
を
そ
れ
ぞ
れ
行
う
も
の

で
す
。　

土
地
の
譲
渡
所
得
に
特
別
控
除
が
設
け

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
ま
た
、
上
場
株
式
等
の
配

当
所
得
、
譲
渡
所
得
等
の
金
額
に
関
係
な
く
税
の

市
長
提
出
議
案

９ 月 定 例 会
会期 ８/28㊎ ▼　９/25㊎

蓮
田
市
こ
ど
も
医
療
費
助
成
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
ど
な

29
議
案
を
可
決
・
認
定

　

平
成
21
年
９
月
定
例
会
は
、
去
る
８
月
28
日
か
ら
９
月
25
日
ま
で
の
29

日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

今
定
例
会
で
は
初
日
に
、
市
長
提
出
議
案
と
し
て
「
蓮
田
市
こ
ど
も
医

療
費
助
成
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
」「
平
成
21
年
度
各
会
計
補
正
予

算
」「
平
成
20
年
度
各
会
計
決
算
」
な
ど
29
議
案
が
上
程
さ
れ
、
い
ず
れ
も

原
案
の
と
お
り
可
決
・
認
定
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
今
定
例
会
に
提
出
さ
れ
た
請
願
３
件
は
、
２
件
が
採
択
、
１
件

が
不
採
択
と
な
り
ま
し
た
。

議
案
第
46
号　
蓮
田
市
税
条
例
等
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

地
方
税
法
等
の

　
　
　

一
部
改
正
に
伴
う
改
正

お
金
持
ち
優
遇
税
制
に
反
対

反対討論

軽
減
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
と
い
う
、
お
金
持

ち
優
遇
税
制
で
す
。

　

一
方
、
今
年
10
月
か
ら
住
民
税
を
公
的
年
金
か

ら
特
別
徴
収
す
る
こ
と
に
つ
い
て
の
条
文
整
理

で
、年
金
か
ら
有
無
を
言
わ
さ
ず
の
税
金
徴
収
と
、

来
年
か
ら
の
都
市
計
画
税
の
税
金
徴
収
を
定
め
た

も
の
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
、
お
金
持
ち
優
遇
税
制
、
高
齢
者

に
痛
み
を
押
し
つ
け
る
も
の
に
、
日
本
共
産
党
は

反
対
で
す
。

　

就
学
義
務
猶
予
が
認
め
ら
れ
た
方
の
う
ち
、
病

弱
、
発
育
不
全
等
の
理
由
に
よ
り
就
学
で
き
な
い

方
を
こ
ど
も
医
療
費
の
助
成
対
象
と
し
、
ま
た
、

医
療
費
の
助
成
対
象
と
な
る
就
学
義
務
猶
予
者
の

医
療
費
受
給
期
間
を
就
学
猶
予
期
間
の
末
日
ま
で

と
す
る
よ
う
規
定
を
改
め
る
も
の
で
す
。

△定例会初日、議案の提出説明をする中野市長

議
案
第
47
号　
蓮
田
市
こ
ど
も
医
療
費
助
成

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

病
弱
、
発
育
不
全
等
の
就
学
義
務

猶
予
者
に
こ
ど
も
医
療
費
を
助
成
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と
し
な
い
者
に
つ
い
て
新
た
に
規
定
を
設
け
る
と

と
も
に
、
健
康
保
険
法
施
行
令
の
一
部
改
正
に
伴

い
、
出
産
育
児
一
時
金
の
額
を
暫
定
的
に
引
き
上

げ
る
も
の
で
す
。

　

電
線
共
同
溝
の
整
備
等
に
関
す
る
特
別
措
置
法

の
規
定
に
よ
り
、
道
路
の
占
用
許
可
を
受
け
た
者

及
び
道
路
を
占
用
す
る
者
を
道
路
法
の
規
定
に
よ

る
占
用
料
の
徴
収
の
対
象
と
す
る
と
と
も
に
、
規

定
の
整
備
を
す
る
も
の
で
す
。

　

市
町
村
合
併
の
進
展
に
伴
い
、
広
域
行
政
圏
は

大
き
く
様
変
わ
り
し
、
当
初
の
役
割
を
終
え
た
も

の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
そ
こ
で
、
今
回
構
成
団
体

す
べ
て
の
意
向
を
踏
ま
え
、
地
方
自
治
法
第
２
５

２
条
の
６
の
規
定
に
よ
り
、
埼
玉
県
利
根
広
域
行

政
推
進
協
議
会
を
廃
止
す
る
も
の
で
す
。

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
、
そ
れ
ぞ
れ
８
億
１

３
０
６
万
円
を
追
加
し
、
予
算
総
額
を
１
５
４
億

　

中
国
残
留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
及
び

永
住
帰
国
後
の
自
立
支
援
に
関
す
る
法
律
の
一
部

改
正
に
伴
い
、
ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費
の
助
成

対
象
者
に
つ
い
て
新
た
に
規
定
を
設
け
る
と
と
も

に
、
児
童
福
祉
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
規
定
の

整
備
を
行
う
も
の
で
す
。

　

蓮
田
市
第
４
次
行
政
改
革
大
綱
の
推
進
に
伴

い
、
附
属
機
関
の
見
直
し
を
図
る
と
と
も
に
、
蓮

田
市
高
齢
者
福
祉
計
画
等
の
策
定
及
び
推
進
に
関

し
、
必
要
な
事
項
を
審
議
す
る
た
め
、
委
員
会
を

設
置
す
る
も
の
で
す
。

　

蓮
田
市
第
４
次
行
政
改
革
大
綱
の
推
進
に
伴

い
、
附
属
機
関
の
見
直
し
を
図
る
と
と
も
に
、
蓮

田
市
障
害
者
計
画
等
の
策
定
及
び
推
進
に
関
し
、

必
要
な
事
項
を
審
議
す
る
た
め
、
委
員
会
を
設
置

す
る
も
の
で
す
。

　

児
童
福
祉
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
被
保
険
者

４
４
４
４
万
６
０
０
０
円
と
す
る
も
の
で
す
。

　

主
な
も
の
と
し
て
民
生
費
で
は
、
子
育
て
に
か

か
る
経
済
的
負
担
を
緩
和
す
る
た
め
の
「
子
育
て

応
援
特
別
手
当
事
業
」
の
交
付
金
、
子
宮
頸
が
ん

や
乳
が
ん
検
診
の
受
診
率
を
上
げ
る
た
め
の
「
女

性
特
有
が
ん
検
診
事
業
」
に
係
る
経
費
を
計
上
。

土
木
費
で
は
、
蓮
田
Ｓ
Ａ
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
整
備
事
業
と
し
て
、
県
道
蓮
田
白
岡
久

喜
線
の
道
路
改
良
事
業
費
を
計
上
。

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
、
そ
れ
ぞ
れ
１
億
８

３
９
５
万
１
０
０
０
円
を
追
加
し
、
予
算
の
総
額

を
そ
れ
ぞ
れ
63
億
４
５
９
９
万
円
と
す
る
も
の
で

す
。
平
成
20
年
度
の
退
職
被
保
険
者
等
療
養
給
付

費
交
付
金
の
概
算
額
が
過
大
で
あ
っ
た
た
め
社
会

保
険
診
療
報
酬
支
払
基
金
へ
の
返
還
金
な
ど
一
般

会
計
へ
１
億
１
０
０
０
万
円
を
繰
出
金
と
し
て
、

返
還
す
る
も
の
で
す
。

　

反
対
理
由
は
、
国
保
会
計
か
ら
一
般
会

計
へ
１
億
１
０
０
０
万
円
繰
り
入
れ
、
繰

り
出
し
た
点
で
す
。

　

国
保
税
は
２
０
０
８
年
度
に
平
均
13
％
引
き
上

げ
ま
し
た
。
し
か
し
、
昨
年
の
９
月
議
会
で
も
剰

余
金
が
出
た
と
、
同
様
の
こ
と
を
し
ま
し
た
。

　

国
民
皆
保
険
制
度
と
し
て
の
国
保
の
意
義
、
社

会
保
障
制
度
と
し
て
の
理
念
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　

今
年
度
は
、
当
初
予
算
の
国
保
へ
の
法
定
外
繰

議
案
第
48
号　
蓮
田
市
ひ
と
り
親
家
庭
等
医

療
費
助
成
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

中
国
残
留
邦
人
等
の
医
療
助
成

対
象
者
に
つ
い
て
新
た
な
規
定

議
案
第
51
号　
蓮
田
市
国
民
健
康
保
険
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

出
産
育
児
一
時
金
の
額
を

　
　
　
　

暫
定
的
に
引
き
上
げ

議
案
第
54
号　
平
成
21
年
度
蓮
田
市
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

市
民
の
安
心・安
全
や
緊
急
性
を
念
頭
に

基
盤
整
備・福
祉・教
育
に
重
点

議
案
第
55
号　
平
成
21
年
度
蓮
田
市
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

前
年
度
精
算
に
伴
う
補
正

議
案
第
52
号　
蓮
田
市
道
路
占
用
料
徴
収
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

蓮
田
駅
西
口
再
開
発
事
業
に
伴
い

電
線
共
同
溝
の
道
路
占
用
料
を
徴
収

議
案
第
53
号　
埼
玉
県
利
根
広
域
行
政
推
進

協
議
会
の
廃
止
に
つ
い
て

当
初
の
役
割
を
終
え
廃
止

議
案
第
49
号　
蓮
田
市
高
齢
者
福
祉
計
画
等

策
定
委
員
会
条
例

蓮
田
市
高
齢
者
福
祉
計
画
等

　
　
　
　

策
定
委
員
会
を
設
置

議
案
第
50
号　
蓮
田
市
障
害
者
計
画
等
策
定

委
員
会
条
例

蓮
田
市
障
害
者
計
画
等

　
　
　
　

策
定
委
員
会
を
設
置

国
保
の
負
担
軽
減
こ
そ
必
要

　　反対討論54号
55号

市長の行政報告

　今定例会における市長からの行政報
告は14件で、次のとおりです。

１　行政改革の推進状況について
２　平成20年度業者別請負金額について
３　�生活共同組合　さいたまコープとの災

害協定締結について
４　子ども議会について
５　�「はすだ特産品フェアin蓮田SA　2009」

について
６　「飲酒運転撲滅」推進宣言について
７　はすだ市民まつりについて
８　�埼玉県緑のトラスト保全第11号地「黒

浜沼」の対象区域拡大について
９　�市立蓮田中学校特別教室棟建設工事及

び校舎外壁等改修工事の進ちょく状況
について

10　�市立蓮田南中学校校舎耐震補強工事の
進ちょく状況について

11　�中学校部活動における全国・関東大会
への出場について

12　�英語指導助手の新規採用と今後の事業
推進について

13　郷土資料館の閉館について
14　�水道管理庁舎耐震補強及び大規模改良

工事について
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入
額
は
１
億
円
で
あ
る
の
に
、
こ
の
９
月
補
正
で

は
１
億
１
０
０
０
万
円
で
、
当
初
予
算
よ
り
多
い

金
額
で
す
。

　

県
内
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
国
保
税
で
あ
り
、
負
担

軽
減
な
ど
考
え
る
べ
き
で
、
日
本
共
産
党
は
反
対

で
す
。

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
、
そ
れ
ぞ
れ
４
８
０

７
万
３
０
０
０
円
を
追
加
し
、
予
算
の
総
額
を
そ

れ
ぞ
れ
６
６
５
７
万
４
０
０
０
円
と
す
る
も
の
で

す
。

　

支
払
基
金
及
び
国
・
県
か
ら
の
医
療
費
の
交
付

額
確
定
に
伴
う
補
助
金
等
返
還
金
の
償
還
金
の
増

額
な
ど
で
す
。

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
、
そ
れ
ぞ
れ
４
５
９

万
４
０
０
０
円
を
追
加
し
、
予
算
の
総
額
を
そ
れ

ぞ
れ
５
億
４
２
５
１
万
円
と
す
る
も
の
で
す
。

　

後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
へ
の
保
険
料
等
の

納
付
額
の
増
額
な
ど
で
す
。

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
、
そ
れ
ぞ
れ
２
億
９

８
０
５
万
７
０
０
０
円
を
追
加
し
、
予
算
の
総
額

を
そ
れ
ぞ
れ
30
億
４
０
８
８
万
２
０
０
０
円
と
す

る
も
の
で
す
。

　

電
算
シ
ス
テ
ム
改
修
に
伴
う
委
託
料
の
増
額
、

介
護
保
険
給
付
費
準
備
基
金
と
介
護
従
事
者
処
遇

改
善
臨
時
特
例
基
金
へ
の
積
み
立
て
、
平
成
20
年

度
の
介
護
給
付
費
な
ど
の
確
定
に
伴
う
国
、
県
及

び
社
会
保
険
診
療
報
酬
支
払
基
金
へ
の
精
算
返
還

金
な
ど
で
す
。

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
、
そ
れ
ぞ
れ
７
８
８

万
５
０
０
０
円
を
追
加
し
、
予
算
の
総
額
を
そ
れ

ぞ
れ
１
２
億
８
９
２
３
万
９
０
０
０
円
と
す
る
も

の
で
す
。
公
共
下
水
道
施
設
の
維
持
管
理
費
、
下

水
道
事
業
運
営
費
及
び
中
川
流
域
下
水
道
建
設
費

負
担
金
を
増
額
す
る
も
の
で
す
。

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
、
そ
れ
ぞ
れ
３
６
２

万
６
０
０
０
円
を
追
加
し
、
予
算
の
総
額
を
そ
れ

ぞ
れ
１
億
６
６
０
５
万
円
と
す
る
も
の
で
す
。

　

一
般
管
理
費
及
び
維
持
管
理
費
、
集
落
排
水
築

造
事
業
費
の
増
額
で
す
。

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
、
そ
れ
ぞ
れ
２
０
５

８
万
１
０
０
０
円
を
追
加
し
、
予
算
の
総
額
を
そ

れ
ぞ
れ
１
億
５
３
０
０
万
９
０
０
０
円
と
す
る
も

の
で
す
。

　

工
事
請
負
費
な
ど
の
増
額
で
す
。

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
、
そ
れ
ぞ
れ
２
８
２

５
万
６
０
０
０
円
を
追
加
し
、
予
算
の
総
額
を
そ

れ
ぞ
れ
２
億
１
６
９
１
万
４
０
０
０
円
と
す
る
も

の
で
す
。

　

予
備
費
の
増
額
で
す
。

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
の
変
更
は
な
く
、
歳
入

医
療
費
の
交
付
額
確
定
に
伴
う

補
助
金
等
返
還
金
の
償
還
金
を
増
額

議
案
第
56
号　
平
成
21
年
度
蓮
田
市
老
人
保

健
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

広
域
連
合
へ
の
保
険
料
等
の

　
　
　
　
　
　

納
付
額
を
増
額

議
案
第
57
号　
平
成
21
年
度
蓮
田
市
後
期
高

齢
者
医
療
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

公
共
下
水
道
施
設
の

　
　

維
持
管
理
費
の
増
額
な
ど

議
案
第
59
号　
平
成
21
年
度
蓮
田
市
下
水
道

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

集
落
排
水
築
造
事
業
費
の

　
　
　
　
　
　
　
　

増
額
な
ど

議
案
第
60
号　
平
成
21
年
度
蓮
田
市
農
業
集

落
排
水
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

介
護
保
険
給
付
費
準
備
基
金
と
介
護
従
事
者

処
遇
改
善
臨
時
特
例
基
金
へ
の
積
み
立
て

議
案
第
58
号　
平
成
21
年
度
蓮
田
市
介
護
保

険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

　
　

菖
蒲
町
三
箇
２
１
９
２
―
２

　
　
　

蓮
田
市
教
職
員
組
合
委
員
長

　
　
　
　

古
谷　

郁
男　

ほ
か　
　

１
０
９
名

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

記
名
押
印
１
１
０
名

要
旨

　

義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
の
維
持
・
拡
充
を

は
か
り
、
負
担
率
を
２
分
の
１
に
復
活
す
る
こ
と

に
つ
い
て
、
国
お
よ
び
関
係
行
政
機
関
に
対
し
、

意
見
書
の
提
出
を
要
請
す
る
も
の
で
す
。

審
査　

民
生
文
教
委
員
会
付
託

　

審
査
の
過
程
で
の
主
な
質
疑
と
し
て
は
「
請
願

文
に
あ
る『
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
の
維
持・

拡
充
を
は
か
り
』
と
は
具
体
的
に
は
ど
の
よ
う
な

こ
と
か
。
ま
た
、
毎
年
提
出
す
る
意
味
は
」
に
対

し
て
、
紹
介
議
員
か
ら
「
維
持
と
は
国
庫
負
担
金

の
堅
持
を
維
持
す
る
こ
と
。
拡
充
と
は
２
分
の
１

か
ら
３
分
の
１
に
引
き
下
げ
ら
れ
た
国
の
負
担
割

合
を
拡
充
し
て
ほ
し
い
。
ま
た
、
毎
年
の
国
の
予

算
編
成
に
お
い
て
地
方
の
意
見
を
あ
げ
る
こ
と
で

す
」
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
採
決
の
結
果
、

総
員
を
も
っ
て
採
択
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

【
採
択
】

　

今
定
例
会
に
提
出
さ
れ
た
請
願
は
３
件
で
所
管

の
委
員
会
に
付
託
し
、
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

請

願

請
願
第
3
号　
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度

の
堅
持
を
求
め
る
意
見
書
提
出
に
関
す
る
請
願

工
事
請
負
費
な
ど
を
増
額

議
案
第
61
号　
平
成
21
年
度
蓮
田
都
市
計
画

事
業
馬
込
下
蓮
田
土
地
区
画
整
理
事
業
特
別
会

計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

予
備
費
を
増
額

議
案
第
62
号　
平
成
21
年
度
蓮
田
都
市
計
画

事
業
黒
浜
土
地
区
画
整
理
事
業
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
１
号
）

繰
越
金
を
増
額

議
案
第
63
号　
平
成
21
年
度
蓮
田
都
市
計
画

事
業
蓮
田
駅
西
口
第
一
種
市
街
地
再
開
発
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

の
款
項
の
区
分
変
更
の
み
で
す
。
繰
入
金
を
２
２

０
０
万
９
０
０
０
円
減
額
し
、
繰
越
金
を
同
額
増

額
し
ま
す
。
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蓮
田
市
緑
町
２
―
16
―
15

　
　
　

埼
玉
土
建
岩
槻
蓮
田
支
部
は
す
だ
分
会

　
　
　
　

代
表　

伊
藤　

久
司　

ほ
か　

３
団
体

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

記
名
押
印
４
団
体

要
旨

　

消
費
税
の
引
き
上
げ
は
、
営
業
と
暮
ら
し
に
大

き
な
打
撃
を
与
え
、
ま
た
、
国
民
の
消
費
を
冷
え

込
ま
せ
、
景
気
を
悪
化
さ
せ
る
材
料
に
も
な
り
、

こ
れ
以
上
の
税
率
引
き
上
げ
は
到
底
受
け
入
れ
ら

れ
な
い
状
況
で
す
。
よ
っ
て
、
政
府
に
対
し
て
、

消
費
税
の
税
率
引
き
上
げ
を
行
わ
な
い
よ
う
意
見

書
の
提
出
を
要
請
す
る
も
の
で
す
。

審
査　

総
務
委
員
会
付
託

　

紹
介
議
員
か
ら
趣
旨
説
明
を
受
け
、
審
査
を
し

ま
し
た
。
委
員
か
ら
「
請
願
文
中
に
２
０
１
１
年

度
か
ら
消
費
税
率
を
含
む
税
制
抜
本
改
革
を
行
う

と
あ
る
が
、
政
府
が
変
わ
り
そ
れ
が
な
く
な
る
の

で
今
回
の
提
出
で
は
な
く
12
月
議
会
で
新
政
府
に

出
し
た
方
が
よ
い
」
と
の
質
疑
に
対
し
、「
こ
れ

は
８
月
の
総
選
挙
以
前
に
提
出
さ
れ
た
請
願
で
あ

り
、
意
見
書
そ
の
も
の
で
は
な
い
か
ら
問
題
は
な

い
。
今
こ
の
時
期
に
出
す
方
が
新
政
府
に
対
し
て

有
効
」
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
他
の

委
員
か
ら「
生
活
密
着
型
の
公
共
工
事
に
改
め
る
。

米
軍
へ
の
思
い
や
り
予
算
の
削
減
と
は
」、「
請
願

文
の
中
に
意
味
合
い
が
異
な
る
部
分
が
あ
る
」、

「
福
祉
予
算
が
年
々
増
加
す
る
中
、
蓮
田
市
議
会

と
し
て
税
率
を
引
き
上
げ
し
な
い
と
い
う
言
い

切
っ
た
意
見
書
を
あ
げ
て
も
よ
い
も
の
か
」
等
々

の
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
。
紹
介
議
員
か
ら
そ
れ
ぞ

れ
説
明
が
な
さ
れ
「
こ
の
請
願
文
に
対
し
て
意
見

は
あ
る
と
思
う
が
、
趣
旨
は
受
け
止
め
て
い
た
だ

請
願
第
4
号　
「
消
費
税
の
税
率
引
き
上
げ

反
対
を
求
め
る
意
見
書
」
の
提
出
を
求
め
る
請

願

き
た
い
」
と
の
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。
十
分
に
議

論
し
ま
し
た
が
、
採
決
の
結
果
、
賛
成
少
数
で
不

採
択
と
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。【
不
採
択
】

　

自
民
・
公
明
は
２
０
１
１
年
に
消
費
税

引
き
上
げ
を
総
選
挙
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に
掲
げ
ま

し
た
が
、「
自
公
政
権
ノ
ー
」
の
審
判
が
下
さ
れ
、

「
消
費
税
引
き
上
げ
ノ
ー
」
が
国
民
の
声
で
す
。

　

新
し
く
政
権
与
党
に
な
っ
た
民
主
党
は
「
４
年

間
は
消
費
税
を
上
げ
な
い
」
が
選
挙
公
約
で
す
。

そ
の
公
約
を
守
ら
せ
る
た
め
に
も
、
蓮
田
市
議
会

が
草
の
根
の
市
民
の
声
を
届
け
る
こ
と
は
、
と
て

も
意
義
が
あ
り
有
効
で
す
。

　

日
本
共
産
党
は
「
消
費
税
引
き
上
げ
に
反
対
」

で
あ
り
、
本
請
願
に
賛
成
す
る
も
の
で
す
。

　
　

蓮
田
市
緑
町
２
―
22
―
10

　
　
　

蓮
田
環
境
問
題
連
絡
会
代
表
幹
事

　
　
　
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
黒
浜
沼
周
辺
の
自
然
を

　
　
　

大
切
に
す
る
会
会
長
）

　
　
　
　

福
田
昭
次　

ほ
か　
　
　
　
　

13
団
体

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

記
名
押
印
14
団
体

要
旨

　

元
荒
川
右
岸
の
樹
林
地
は
、
豊
富
な
樹
木
や
、

多
く
の
野
鳥
な
ど
が
生
息
す
る
美
し
い
河
畔
林
で

あ
り
、
蓮
田
市
に
と
っ
て
こ
の
貴
重
な
樹
林
地
を

市
民
の
財
産
と
し
て
保
全
す
る
た
め
に
蓮
田
市
が

策
定
し
た
蓮
田
市
環
境
保
全
条
例
に
基
づ
き
環
境

保
全
区
域
に
指
定
し
て
い
た
だ
き
た
く
請
願
す
る

消
費
税
ノ
ー
の
声
を

国
に
届
け
る
こ
と
が
重
要

賛成討論請
願
第
5
号　
蓮
田
市
大
字
𨳝
戸
の
元
荒
川

右
岸
に
あ
る
樹
林
地
を
、
蓮
田
市
の
環
境
保
全

区
域
と
し
て
指
定
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
つ
い

て
の
請
願

も
の
で
す
。

審
査　

建
設
経
済
委
員
会
付
託

　

紹
介
議
員
か
ら
趣
旨
説
明
を
求
め
た
の
ち
、
委

員
か
ら「
客
観
的
に
見
る
と
こ
の
場
所
は
、こ
の
ま

ま
で
も
景
観
は
維
持
さ
れ
、
経
済
的
価
値
か
ら
も

動
き
よ
う
が
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
今
日
の
景
観

が
維
持
さ
れ
れ
ば
よ
い
と
い
う
こ
と
な
の
か
」
と

の
紹
介
議
員
へ
の
質
疑
に
対
し
「
趣
旨
は
文
面
の

と
お
り
で
あ
る
が
、
市
の
環
境
基
本
条
例
や
環
境

保
全
条
例
を
つ
く
っ
た
目
的
等
か
ら
も
、
環
境
を

き
ち
ん
と
守
る
姿
勢
を
示
し
て
ほ
し
い
と
い
う
こ

と
で
理
解
し
て
い
る
」
と
の
説
明
が
あ
っ
た
。
ま

た
、
委
員
か
ら
「
こ
の
場
所
が
河
川
区
域
だ
と
す

る
と
、
県
な
り
に
、
川
と
し
て
の
計
画
が
あ
る
の

で
は
な
い
か
」
と
の
紹
介
議
員
へ
の
質
疑
に
対
し

「
請
願
者
が
、
県
に
何
度
か
足
を
運
ん
だ
が
、
今

の
と
こ
ろ
計
画
は
な
い
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
少

な
く
と
も
、50
年
先
と
い
う
こ
と
な
の
で
、市
民
の

憩
い
の
場
と
し
て
自
然
環
境
を
守
る
あ
か
し
と
し

て
、残
し
て
も
ら
い
た
い
」と
の
説
明
が
あ
っ
た
。

　

採
決
の
結
果
、
賛
成
多
数
で
採
択
す
べ
き
も
の

と
決
し
た
。（
趣
旨
採
択
の
動
議
は
賛
成
少
数
で

否
決
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
採
択
】

　

県
の
河
川
整
備
計
画
に
よ
る
と
、
河
川

環
境
の
整
備
と
保
全
（
自
然
環
境
、
景
観
）・
今

後
の
整
備
は
星
川
合
流
点
よ
り
上
流
・
親
水
性
の

維
持
と
保
全
で
あ
る
。

　

蓮
田
市
環
境
基
本
条
例
に
も
あ
る
よ
う
に
、「
現

在
残
さ
れ
て
い
る
自
然
環
境
を
守
り
育
ん
で
、
将

来
の
世
代
に
引
き
継
ぐ
責
務
」「
人
と
自
然
と
が
共

生
で
き
る
ま
ち
蓮
田
」、
さ
ら
に
蓮
田
市
環
境
保

全
条
例
に「
環
境
の
保
全
に
資
す
る
事
業
の
推
進
」

貴
重
な
河
畔
林
を
保
全
し
、

市
民
の
憩
い
の
場
に

賛成討論

「
市
民
に
憩
い
と
や
す
ら
ぎ
を
与
え
る
水
辺
空
間

及
び
緑
等
の
優
れ
た
自
然
環
境
が
形
成
さ
れ
て
い

る
区
域
」
の
指
定
が
う
た
わ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
動
議
は
、
当
該
樹
林
地
が
、
河
川
法
に
基

づ
き
良
好
に
管
理
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
市
民
の
憩

い
の
場
所
と
し
て
利
用
す
る
に
は
道
路
整
備
が
欠

か
せ
な
い
こ
と
、
他
に
市
が
優
先
し
て
行
う
べ
き

事
業
が
あ
る
こ
と
の
理
由
で
、
黒
須
喜
一
議
員
ほ

か
１
名
か
ら
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
採
決
の
結
果
、

賛
成
少
数
（
７
名
）
で
否
決
と
な
り
ま
し
た
。

　

現
地
の
景
観
を
め
で
る
市
民
の
想
い
は

支
持
す
る
が
、
当
地
は
上
位
法
で
あ
る
河
川
法
の

地
域
で
あ
る
。
ま
た
、
突
発
的
に
発
生
す
る
集
中

豪
雨
に
備
え
て
川
下
の
住
民
か
ら
は
蛇
行
す
る
河

川
の
浚し
ゅ
ん

渫せ
つ

、
及
び
繁
茂
す
る
川
原
の
樹
木
の
伐
採

の
要
望
も
出
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
請
願
の
趣
旨
を

蓮
田
市
の
環
境
基
本
条
例
の
適
用
の
手
法
を
も
っ

て
保
全
を
図
る
こ
と
は
、
法
的
効
力
が
危
う
く
、

実
現
可
能
性
も
薄
く
、
こ
の
手
法
以
外
の
手
だ
て

を
も
っ
て
景
観
の
保
持
を
計
る
べ
き
と
考
え
、
こ

の
請
願
を
趣
旨
採
択
と
す
る
動
議
に
賛
成
す
る
。

動

議

請
願
第
５
号
の
趣
旨
採
択
を

求
め
る
動
議

景
観
の
維
持
は
環
境
基
本
条
例

以
外
の
手
法
で
行
う
べ
き

賛成討論
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⑤
学
校
生
活
や
授
業
に
必
要
な
備
品
及
び
消
耗
品
に

つ
い
て
は
、
適
正
な
予
算
措
置
を
行
う
こ
と
。

⑥
入
学
準
備
貸
付
金
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
に
周
知
を

図
り
、
利
用
し
や
す
い
制
度
に
改
善
す
る
こ
と
。

①
道
路
補
修
の
関
係
で
、
道
路
の
陥
没
、
ひ
び
割
れ

等
が
市
内
各
所
で
見
ら
れ
危
険
な
た
め
、
早
急
な

対
応
が
で
き
る
よ
う
予
算
確
保
に
努
め
る
こ
と
。

②
水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、
専
門
的
知
識
が
必
要
で

あ
る
が
、
職
員
の
削
減
に
よ
り
技
術
継
承
が
難
し

く
な
っ
て
き
て
い
る
。
安
全
、
安
心
、
安
定
し
て

水
を
供
給
す
る
た
め
に
も
、
専
門
技
術
者
の
育
成

が
必
要
で
あ
る
の
で
、
職
員
構
成
を
検
討
す
る
こ

と
。　

２
０
０
８
年
度
は
、
蓮
田
市
・
白
岡
町

に
お
い
て
も
１
市
１
町
の
合
併
協
議
が
進
め
ら
れ

ま
し
た
。

①
公
用
車
両
の
リ
ー
ス
化
の
推
進
に
あ
た
っ
て
は
、

き
ち
ん
と
検
証
を
行
う
こ
と
。

②
指
定
管
理
者
制
度
の
導
入
・
実
施
に
あ
た
っ
て
の

「
基
本
方
針
」
が
あ
る
が
、
導
入
し
た
施
設
で
、

ど
の
よ
う
に
運
用
さ
れ
て
い
る
の
か
、
庁
内
（
総

合
政
策
室
）
で
検
証
を
行
う
こ
と
。

①
国
民
健
康
保
険
税
の
低
所
得
の
滞
納
者
に
対
し
て

は
、
実
態
を
把
握
し
、
実
情
に
応
じ
た
援
助
・
対

応
を
す
る
こ
と
。

②
安
定
し
た
保
育
を
行
い
、
長
時
間
保
育
の
保
育
士

の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、
正
規
保
育
士
の
新
規

採
用
を
進
め
て
い
く
こ
と
。

③
負
担
金
を
支
出
し
て
い
る
小
児
救
急
医
療
体
制
に

つ
い
て
は
、
医
師
を
確
保
し
、
早
急
に
体
制
を
確

立
す
る
よ
う
積
極
的
に
働
き
か
け
を
行
う
こ
と
。

④
特
定
高
齢
者
を
把
握
す
る
た
め
の
生
活
機
能
検
査

に
つ
い
て
は
、
実
情
を
考
慮
し
て
効
果
的
に
実
施

す
る
こ
と
。

平 成 20 年 度

決算審査の概要

［
指
摘
・
要
望
事
項
］

総
務
委
員
会

民
生
文
教
委
員
会

建
設
経
済
委
員
会

　

合
併
は
、
ま
ち
の
将
来
を
決
め
る
大
き
な
問
題

で
あ
り
、
住
民
の
意
向
を
問
う
「
住
民
投
票
」
を

求
め
た
の
に
対
し
、市
長
は
頑
強
に
拒
み
ま
し
た
。

こ
の
姿
勢
は
、
住
民
自
治
を
担
う
首
長
と
し
て
問

題
で
す
。

　

高
齢
者
の
寝
た
き
り
老
人
等
手
当
の
廃
止
や
障

が
い
者
の
福
祉
タ
ク
シ
ー
利
用
券
を
36
枚
か
ら
24

枚
に
削
減
な
ど
の
福
祉
切
り
捨
て
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

地
方
自
治
体
は
住
民
福
祉
の
増
進
を
図
る
こ
と

が
役
割
で
あ
り
、
よ
っ
て
、
日
本
共
産
党
は
反
対

で
す
。　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
は
75
歳
以
上
の

高
齢
者
だ
け
を
別
建
て
の
保
険
制
度
に
移

行
し
、
こ
れ
ま
で
扶
養
家
族
で
保
険
料
を
納
め
て

い
な
か
っ
た
方
か
ら
も
徴
収
し
て
、
一
定
期
間
滞

納
す
る
と
保
険
証
を
取
り
上
げ
、
し
か
も
、
保
険

料
は
医
療
給
付
費
の
増
加
と
後
期
高
齢
者
の
人
口

増
の
２
つ
を
要
因
に
２
年
ご
と
に
改
定
を
行
う
、

ひ
ど
い
制
度
。
蓮
田
市
は
人
間
ド
ッ
ク
の
助
成
も

な
く
し
て
し
ま
っ
た
。

　

よ
っ
て
、
日
本
共
産
党
は
高
齢
者
い
じ
め
の
後

期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
、
後
期
高
齢
者
制
度
へ

の
移
行
の
た
め
の
老
人
保
健
特
別
会
計
決
算
認
定

に
反
対
す
る
。

議
案
第
64
号　
平
成
20
年
度
蓮
田
市
一
般
会

計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て

福
祉
切
り
捨
て
の
決
算
に
反
対

反対討論

　
今
定
例
会
で
は
、
平
成
20
年
度
決
算
認
定
議
案
11
件
の
審
査
を
各

常
任
委
員
会
に
付
託
し
て
行
い
ま
し
た
。

　
予
算
の
執
行
が
法
令
に
基
づ
い
て
、
合
理
的
・
能
率
的
・
効
果
的

に
執
行
さ
れ
た
か
、
ま
た
、
公
共
の
福
祉
向
上
に
寄
与
し
た
か
な
ど

を
主
眼
に
審
査
し
、
来
年
度
予
算
編
成
に
向
け
て
、
次
の
と
お
り
指

摘
・
要
望
い
た
し
ま
し
た
。

議
案
第
66
号　
平
成
20
年
度
蓮
田
市
老
人
保

健
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て

別
建
て
の
保
険
制
度
で

高
齢
者
の
命
を
切
り
捨
て

　　反対討論66号
67号 議

案
第
67
号　
平
成
20
年
度
蓮
田
市
後
期
高

齢
者
医
療
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い

て

横横横横横横横横

横横横横横横横横

△現地調査を行い、慎重に審査（蓮田中学校図書室にて）



7　　はすだ市議会だより　第71号

⃝９月定例会⃝　　　　　　　　審議案件とその結果
▼ 市長提出議案
議案第 46 号 蓮田市税条例等の一部を改正する条例 原案可決
議案第 47 号 蓮田市こども医療費助成条例の一部を改正する条例 原案可決
議案第 48 号 蓮田市ひとり親家庭等医療費助成条例の一部を改正する条例 原案可決
議案第 49 号 蓮田市高齢者福祉計画等策定委員会条例 原案可決
議案第 50 号 蓮田市障害者計画等策定委員会条例 原案可決
議案第 51 号 蓮田市国民健康保険条例の一部を改正する条例 原案可決
議案第 52 号 蓮田市道路占用料徴収条例の一部を改正する条例 原案可決
議案第 53 号 埼玉県利根広域行政推進協議会の廃止について 原案可決
議案第 54 号 平成21年度蓮田市一般会計補正予算（第３号） 原案可決
議案第 55 号 平成21年度蓮田市国民健康保険特別会計補正予算（第１号） 原案可決
議案第 56 号 平成21年度蓮田市老人保健特別会計補正予算（第１号） 原案可決
議案第 57 号 平成21年度蓮田市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号） 原案可決
議案第 58 号 平成21年度蓮田市介護保険特別会計補正予算（第１号） 原案可決
議案第 59 号 平成21年度蓮田市下水道事業特別会計補正予算（第１号） 原案可決
議案第 60 号 平成21年度蓮田市農業集落排水事業特別会計補正予算（第１号） 原案可決
議案第 61 号 平成21年度蓮田都市計画事業馬込下蓮田土地区画整理事業特別会計補正予算（第１号） 原案可決
議案第 62 号 平成21年度蓮田都市計画事業黒浜土地区画整理事業特別会計補正予算（第１号） 原案可決
議案第 63 号 平成21年度蓮田都市計画事業蓮田駅西口第一種市街地再開発事業特別会計補正予算（第１号） 原案可決
議案第 64 号 平成20年度蓮田市一般会計歳入歳出決算認定について 認　　定
議案第 65 号 平成20年度蓮田市国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定について 認　　定
議案第 66 号 平成20年度蓮田市老人保健特別会計歳入歳出決算認定について 認　　定
議案第 67 号 平成20年度蓮田市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定について 認　　定
議案第 68 号 平成20年度蓮田市介護保険特別会計歳入歳出決算認定について 認　　定
議案第 69 号 平成20年度蓮田市下水道事業特別会計歳入歳出決算認定について 認　　定
議案第 70 号 平成20年度蓮田市農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算認定について 認　　定

議案第 71 号 平成20年度蓮田都市計画事業馬込下蓮田土地区画整理事業特別会計歳入歳出決算認定に
ついて 認　　定

議案第 72 号 平成20年度蓮田都市計画事業黒浜土地区画整理事業特別会計歳入歳出決算認定について 認　　定

議案第 73 号 平成20年度蓮田都市計画事業蓮田駅西口第一種市街地再開発事業特別会計歳入歳出決算
認定について 認　　定

議案第 74 号 平成20年度蓮田市水道事業会計決算認定について 認　　定
▼ 請願

請願第 ３ 号 義務教育費国庫負担制度の堅持を求める意見書提出に関する請願 採　　択
請願第 ４ 号 「消費税の税率引き上げ反対を求める意見書」の提出を求める請願 不 採 択

請願第 ５ 号 蓮田市大字𨳝戸の元荒川右岸にある樹林地を、蓮田市の環境保全区域として指定してい
ただくことについての請願 採　　択

▼動議
請願第５号蓮田市大字𨳝戸の元荒川右岸にある樹林地を、蓮田市の環境保全区域として指定していただ
くことについての請願の趣旨採択を求める動議 否　　決

　

介
護
保
険
料
に
つ
い
て
は
、
収
入
の
低

い
方
こ
そ
保
険
料
の
負
担
が
重
く
の
し
か
か
っ
て

い
る
。
滞
納
が
あ
る
と
給
付
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
な
い
。
利
用
料
負
担
も
重
く
、
認
定
を
受
け

て
も
利
用
を
控
え
て
い
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
。
介
護

保
険
料
を
２
０
０
６
年
度
に
平
均
36
％
も
引
き
上

げ
、
高
齢
者
に
負
担
増
を
押
し
つ
け
た
結
果
、
介

護
保
険
給
付
費
積
立
金
が
約
２
億
８
０
０
０
万
円

と
前
年
度
比
２
１
６
％
と
大
き
く
伸
び
た
。

　

保
険
料
を
引
き
上
げ
な
く
て
も
十
分
運
営
で
き

た
は
ず
で
あ
る
。

　

日
本
共
産
党
は
高
い
保
険
料
で
重
い
負
担
を
強

い
た
介
護
保
険
特
別
会
計
決
算
認
定
に
反
対
で
あ

る
。 議

案
第
68
号　
平
成
20
年
度
蓮
田
市
介
護
保

険
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て

高
齢
者
に
重
い
負
担
、
保
険
料

引
き
上
げ
は
必
要
な
か
っ
た

反対討論


